
1 

 

  

令和８年度柳井市防災会議（令和８年１０月２９日開催） 

柳井市地域防災計画 修正の概要 

 

１ 防災気象情報の体系整理に伴う変更 

（１）経緯 

   市町村等から発令される避難情報を５段階に整理した警戒レベルと、気象庁

が発表する大雨警報等の防災気象情報との対応関係が分かりにくいものとなっ

ていたことから、防災情報の専門家などからなる「防災気象情報に関する検討

会」において検討が行われ、令和８年５月２９日から新たな防災気象情報の運

用を開始した。 

 

  見直し前（～令和８年５月２８日） 

 

 

見直し後（令和８年５月２９日～） 

   

【課題】 

・情報の名称がバラバラ

で、どのレベルに相当す

る情報か分かりづらい。 

・警戒レベル４相当の情報

がないものがある。 

・警戒情報が、洪水と土砂

災害で相当するレベルが

異なる。 

【主な変更点】 

・４つの災害に対して、警

戒レベルにあわせた防災

気象情報へ変更 

・情報名称に相当するレベ

ルの数字を付して発表 

・警戒レベル４相当の情報

として、危険警報を運用 
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（２）計画の修正概要 

  ・防災気象情報の収集・伝達、災害対策本部設置基準、職員の動員体制基準な

ど防災気象情報に関連する箇所の修正 

  

 

２ 南海トラフ巨大地震の被害想定等見直し 

（１）経緯 

令和７年３月 内閣府が南海トラフ巨大地震に係る被害想定の見直し結果を

公表 

（南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書） 

令和７年９月 国の地震調査研究推進本部が南海トラフ地震の新たな地震発

生確率を公表 

令和８年３月 山口県が令和６年能登半島地震や国の被害想定見直しを踏ま

え、被害想定の見直し結果を公表 

（令和６～７年度山口県地震・津波被害想定調査報告書） 

   令和８年６月 山口県が「山口県地域防災計画（震災対策編）」を修正 

・津波による浸水想定、被害想定等の修正 

・同計画に定める「南海トラフ地震防災対策推進計画」の修正 

 

（２）地震発生確率    

領域名 

（モデル名） 

長期評価で予想 

した地震規模 

(マグニチュード) 

地震発生確率 

10年以内 30年以内 50年以内 

南海トラフ 

（すべり量依存

BPTモデル） 

８～９クラス ほぼ０～40％ 
60～90％ 

程度以上 

90％程度 

もしくはそれ以上 

南海トラフ 

（ BPT モ デ ル

（ケースⅢ）） 

８～９クラス 0.2～10％ 20～50％ 60～90％ 

 

（３）被害想定（県の調査による柳井市の被害想定） 

ア 震度、津波水位等 

年月 最大震度 最高津波水位 
（満潮位） 

津波到達時間 
（最高津波水位） 

浸水面積 
（30ｃｍ以上） 

（変更前） 

H26.3 

本土 6弱 
（平郡 6強） 

T.P.3.8ｍ 174分 406ha 

（変更後） 

R8.3 
6強 T.P.3.6ｍ 176分 457ha 
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イ 死者数（単位：人） 

年月 建物倒壊等 土砂災害 火災 津波 計 

（変更前） 

H26.3 
３人 0人 0人 67人 70人 

（変更後） 

R8.3 
８人 ０人 ０人 59人 67人 

  ※０人は１人未満を含む。 

 

ウ 避難者数及び建物被害数 

年月 
避難者数（１日後） 建物被害数 

 うち避難所生活者 全壊・焼失 半壊 

（変更前） 

H26.3 
12,590人 8,389人 725棟 8,069棟 

（変更後） 

R8.3 
14,569人 9,559人 999棟 4,881棟 

 

（２）計画の修正概要 

  ・南海トラフ巨大地震に係る値の変更 

  ・柳井市地域防災計画（震災対策編）に定める南海トラフ地震防災対策推進計

画の修正 

 

 

３ その他の修正 

時点修正、表現・内容の適正化など 

 


